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研究の背景・目的 
１．漁港では「陸揚げ・積み込み」、「仕分け・運搬」および「漁具手入れ・整理」の作業が行わ

れる 

２． 就労環境の総合的な把握、評価がなされていない 

 

研究成果 
１．漁港における就労環境要素（温度、照度等）の計測と評価 

２．作業姿勢に基づく身体負荷の評価 

３．漁港における就労環境の総合評価 

 

波及効果 
１．漁港における作業の実態に即した改善技術の開発 

２． 作業の安全性、快適性および利便性の向上 

 
＜漁具手入れ作業時の暑さの不快感の評価＞ 

 

 
 

気温、黒球温度 

 
 

ＰＰＤ（予測不満足率）※ 

日時 小屋の中 小屋の外 

2004.8.9  13 時 ３８％ ９９％ 

8.10 11 時 ６０％ ≒１００％ 

8.11 13 時 ４０％ ≒１００％ 

8.12 10 時 ４２％ ≒１００％ 

※PPD (Predicted Percentage of dissatisfied)：寒暑に

不満足を覚える人の割合の予測。ファンガーによる 

＜仕分け作業時の作業姿勢の評価＞ 

 

 
※つらさ指数法：作業姿勢の評価法。長町らによる 
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